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指宿の池田湖より開聞岳指宿の池田湖より開聞岳

　

退
職
者
会
恒
例
の『
新
春
の
集
い
』

は
、
１
月
18
日
、
飯
田
橋
の
『
楼
蘭
』

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。来
賓
と
し
て
、

東
京
清
掃
本
部
よ
り
坂
部
副
委
員

長
・
渡
辺
書
記
長
・
萩
原
書
記
次
長
、

都
庁
退
よ
り
中
井
副
会
長
・
前
島
事

務
局
長
、
自
治
退
都
本
部
よ
り
山
岸

副
会
長
、
セ
レ
モ
ア
よ
り
石
田
課
長

に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

岡
澤
会
長
は
主
催
者
あ
い
さ
つ

で
、「
へ
び
年
は
脱
皮
し
て
発
展
す

る
年
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
大
き
め
な
目
標

を
持
っ
て
活
動
し
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
東
京
清
掃
本
部
渡
辺

書
記
長
か
ら
、「
確
定
闘
争
で
行
政

系
を
一
部
上
回
る
現
業
賃
金
を
勝
ち

取
っ
た
」
報
告
が
あ
り
、
都
庁
退
や

自
治
退
都
本
部
の
来
賓
の
皆
さ
ん
か

ら
は
、「
会
員
拡
大
の
訴
え
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
や
参
院
選
勝
利
の
決

意
」
な
ど
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

柳
元
副
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、

懇
親
に
入
り
ま
し
た
。
頃
合
い
を
見

計
ら
い
、
恒
例
の
長
寿
祝
贈
呈
と
各

参
加
会
員
か
ら
の
ひ
と
こ
と
。
お
話

し
の
内
容
は
趣
味
・
健
康
・
国
内
国

新
春
の
集
い
２
０
２
５

新
春
の
集
い
２
０
２
５

今
年
も
、
元
気
に
集
い
ま
し
た

み
な
さ
ん
の
笑
顔
が
最
高
で
す
ね

来
年
は
も
っ
と
参
加
者
を
増
し
た
い

際
情
勢
と
多
彩
、

※
２
面
へ
続
く

一
年
の
計
は
新
春
に
あ
り

ほ
ど
ほ
ど
に
ハ
メ
も
外
れ
て
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３ み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
元
気
に
頑
張
っ

て
い
る
な
と
、
感
心
し
ま
し
た
。

　

景
品
争
奪
「
開
運
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大

会
」
は
勝
ち
抜
き
戦
、
最
初
は
お
店

の
マ
マ
が
相
手
、
中
間
で
は
纐
纈
副

会
長
、
最
終
戦
は
元
気
い
っ
ぱ
い
の

柳
さ
ん
が
相
手
。
豪
華
？
景
品
を
手

に
、
み
な
さ
ん
満
足
そ
う
で
し
た
。

纐纈朗副会長の司会で開会岡澤徹会長が主催者挨拶岡澤徹会長が主催者挨拶

１

東京清掃　　東京清掃　　
渡辺歩書記長渡辺歩書記長

（株）セレモア
石田課長

２

４ ５ ６

結構お腹いっぱいになってきたね

自治退都本部自治退都本部
山岸皓副会長

10 11

12

14

17

早くも酔っ払い？

喜寿祝い喜寿祝い
もらっちゃった

　

戸
枝
事
務
局
長
が
風
邪
で
ダ
ウ

ン
、
急
遽
司
会
を
纐
纈
副
会
長
に
交

替
す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
に
も
何
ら
支
障

な
く
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
参
加
い
た
だ
く
会
員
を
増
や

し
て
、
ほ
と
ほ
ど
に
ハ
メ
を
ハ
ズ
す

運
営
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
岡
澤
徹
記
、
写
真
は
押
田
・
箱
田
）

７

８

９

13

15

会の運営・管理・写真などスタッフ役会の運営・管理・写真などスタッフ役
纐纈副会長、押田幹事、箱田幹事纐纈副会長、押田幹事、箱田幹事

16

1820

柳　章元副会長柳　章元副会長
「かんぱ〜い」「かんぱ〜い」

都庁退都庁退
中井陽子副会長中井陽子副会長

お
陰
さ
ま
で
楽
し
め
ま
し
た

上部団体から来賓として御三方が参加上部団体から来賓として御三方が参加
都庁退前島事務局長・山岸さん・中井さん都庁退前島事務局長・山岸さん・中井さん

東京清掃から坂部副委員長・東京清掃から坂部副委員長・
渡辺書記長・萩原書記次長、渡辺書記長・萩原書記次長、

セレモアの石田課長セレモアの石田課長

そんなに盛り上がってて、そんなに盛り上がってて、
司会大丈夫？司会大丈夫？

「長寿のお祝いありがとう〜！」お礼のひとこと「長寿のお祝いありがとう〜！」お礼のひとこと
19

エエ〜ッ、来賓なのに喜寿祝？エエ〜ッ、来賓なのに喜寿祝？
「うれしいわ」「サンキュ〜」「うれしいわ」「サンキュ〜」「開運ジャンケン大会」結構マジだね「開運ジャンケン大会」結構マジだね

ぼくらは冷静よぼくらは冷静よ

みんなの「ひとこと」が　　　　みんなの「ひとこと」が　　　　
少しハチャメチャになってない？少しハチャメチャになってない？

いつもより大人しめのような・・・いつもより大人しめのような・・・

２２
月月
1313
日日
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▼開催日　３月１０日（月）
　　　　　　　１３時１５分開会
▼テーマ　少数与党下の国会情勢と政局　
▼講　師　染裕之さん（平和フォーラム共同代表）
▼会　場　清掃会館地下ホール　

※学習会終了後、別会場で懇親会を行います。

　１月 24 日に始まった小数与党下の通常国会、
石破首相は「野党の意見を拝聴し、丁寧に」と
言いつつ、肝心なところは「聞く耳なし」です。
　国民目線に立った予算の大幅修正と、選択的
夫婦別姓や司法改革などの制度改正をどこまで
進められるか、来たる参院選へ向けた政局はど
うなっていくのか、政権交代へつなげていくた
めに、何が必要かなどを考えてみた
いと思います。ぜひ参加ください。

　今年の「お花見ウォー
キング」は、昨年のリベ
ンジ。「飛鳥山」が舞台。
　この時期は混雑します
ので、人出の状況を見な
がら、公園散策と博物館見学を組合せて行いま
す。サクラにつきものの「宴会」は、王子駅付
近の「とある食堂」、ミステリーツアーです。
　小雨なら決行しますが、昨年の反省を踏まえ、
４月４日（金）を予備日に設定しました。

学習交流会学習交流会

▼開催日　３月２８日（金）
▼場　所　飛鳥山公園
　　　　　１０時 / 王子駅中央口集合
▼宴　会　「とある食堂」でランチ宴会
▼参加費　２, ０００円
　　　　　（アルコールなしの方は 1,000 円）

　
『
国
立
演
芸
場
寄
席
２
月
中
席
』

の
出
演
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

林
家
き
よ
彦
、
林
家
八
楽
（
紙
切

り
）、
古
今
亭
駒
治
、
柳
家
甚
語
楼
、

仲
入
り
後
春
風
亭
一
蔵
、
古
今
亭

文
菊
、
江
戸
家
猫
八
（
も
の
ま
ね
）、

ト
リ
は
林
家
彦
い
ち
で
す
。

　

駒
司
は
鉄
道
落
語
で
し
ょ
う
か
、

若
手
の
ホ
ー
プ
文
菊
の
演
目
は
？
、

甚
語
楼
は
人
情
噺
？
、
５
代
目
猫

　先月お知らせしたように、今年も『会員の
近況２０２５』を発行します。日常のできご
とや健康、趣味、現在関わっている運動、社
会に関すること、今考えていることや興味を
お持ちのことなど、何でも結構です。
　詩歌や写真など得意な文芸ものも是非お寄
せください。誌面交流ができればと…。

「近況報告」をよろしく

　もうそろそろ締切りです。報
告集発行は３月初め、みなさん
の投稿をお待ちしています。

八
の
腕
は
い
か
ほ
ど
？
、
古
典
も
新

作
も
Ｏ
Ｋ
の
彦
い
ち
の
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
落
語
も
聴
い
て
み
た
い
よ
う

な
、
と
楽
し
み
一
杯
で
す
。

　

ま
だ
申
し
込
み
は
間
に
合
い
ま
す

が
、先
着
２
０
名
が
目
安
で
す
の
で
、

至
急
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
終
演
時
間
を
考
慮
し
、
鑑

賞
後
の
懇
親
会
は
各
自
で
対
応
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

演
芸
を
楽
し
む
会

演
芸
を
楽
し
む
会

２２
月月
1313
日日

国
立
演
芸
場
寄
席
案
内

●
日　
時　
２
月
13
日
︵
木
︶

　
　
　
　
　
12
時
30
分
開
場

　
　
　
　
　
13
時
00
分
開
演

●
会　

場　

千
代
田
区
立
内
幸

　
　
　
　
　
町
ホ
ー
ル︵
新
橋
下
車
︶

●
会　
費　
５
０
０
円

３３月月1010日日

３月2８日３月2８日 飛鳥山公園飛鳥山公園
満開の桜とランチ宴会満開の桜とランチ宴会

申
込
み
締
切
り
間
近



４

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2025 年２月

す
。
以
前
は
そ
う
で
し

た
が
、
年
金
額
の
抑
制

策
と
し
て
導
入
さ
れ
た

「
年
金
額
改
定
ル
ー
ル
」

に
よ
り
０
・
４
％
、
さ
ら

に
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
」に
よ
り
０
・
４
％
、

実
質
０
・
８
％
分
目
減

り
し
ま
す
。
年
金
生
活

者
に
は
痛
手
で
す
。

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
調
整
率
が
マ
イ
ナ
ス

に
な
っ
た
主
要
原
因
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

21
年
〜
23
年
の
平
均
雇

　

厚
生
労
働
省
は
、
１
月
24
日
、
25

年
度
の
年
金
額
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

厚
生
年
金
の
夫
婦
２
人
標
準
例
で

は
、
月
額
４
、４
１
２
円
の
引
上
げ
に

な
り
ま
す
。

　

総
務
省
が
公
表
し
た
『
24
年
度
平

均
全
国
消
費
者
物
価
指
数
』
は
２
・

７
％
で
し
た
。
一
方
、『
名
目
手
取

り
賃
金
変
動
率
』
は
、「
過
去
３
年

平
均
の
実
質
賃
金
変
動
率
マ
イ
ナ
ス

０
・
４
％
＋
前
年
の
物
価
変
動
率
２
・

７
％
＋
可
処
分
所
得
割
合
変
化
率

０
％
」
で
２
・
３
％
で
し
た
。

　

年
金
額
改
定
の
ル
ー
ル
は
、
賃
金

と
物
価
の
変
動
に
応
じ
た
６
つ
の
パ

タ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
下

図
参
照
）。「
名
目
手
取
り
賃
金
変
動

率
と
物
価
変
動
率
が
と
も
に
プ
ラ
ス

で
、
名
目
手
取
り
賃
金
が
物
価
よ
り

低
い
」
場
合
の
年
金
額
改
定
は
、
下

図
の
「
パ
タ
ー
ン
⑥
」
が
適
用
さ
れ
、

新
規
裁
定
者
（
67
歳
以
下
）・
既
裁

定
者
（
68
歳
以
上
）
と
も
に
賃
金
変

動
率
の
２
・
３
％
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

調
整
率
の
25
年
度
指
数
は
マ
イ
ナ
ス

０
・
４
％
」
で
し
た
。
こ
の
分
が
減

額
調
整
さ
れ
、
年
金
額
は
１
・
９
％

の
引
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　

既
裁
定
者
の
年
金
額
は
、
本
来
、

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
で
あ
る
べ
き
で

「マクロ経済スライド」とは
　「年金被保険者数の増減」と「平均余
命の伸び」に基づきスライド調整率を
設定し、年金改定率から控除して支給
額を抑制することにより、将来的な年
金の給付水準を確保する仕組み。
●２５年度指数

＊公的年金被保険者数の変動率（△ 0. １
　％、2021 ～ 23 年度平均）＋平均余
　命の伸び率（△ 0.3％、定率）＝
　スライド調整率△０．４％

実
質
賃
金
マ
イ
ナ
ス
が
悪
影
響

実
質
賃
金
マ
イ
ナ
ス
が
悪
影
響

年
金
加
入
者
拡
大
に
期
待

年
金
加
入
者
拡
大
に
期
待

■年金額改定ルール(賃金・物価スライド)
　　　※ 2021 年４月より見直し適用

既 裁

物 価

新 裁

既 裁

物 価 賃 金 新 裁

既 裁

物 価 賃 金

新 裁

既 裁

物 価

賃 金

新 裁

既 裁

物 価 賃 金

新 裁

既 裁

物 価 賃 金

新 裁

賃 金

物価上昇率

年金額の改定（スライド）のルール

①
②

③

④
⑤

⑥

新裁…新規裁定者（67歳以下の方）
既裁…既裁定者（68歳以上の方）

賃
金
上
昇
率

用
者
数
が
減
少
し
た
た
め
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
年
金
を
受
給
す
る

「
在
職
老
齢
年
金
」
は
、
年
金
と
賃

金
の
合
計
月
額（
年
額
の
12
分
の
１
）

が
50
万
円
を
上
回
る
と
、
賃
金
に
よ

り
限
度
額
を
上
回
っ
た
分
の
半
分
相

当
の
年
金
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
支
給
停
止
調
整
額
」
は
、

名
目
賃
金
の
変
動
に
応
じ
て
改
訂
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
25

年
度
は
１
万
円
ア
ッ
プ
し
、
51
万
円

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
今
年
の
年
金

制
度
改
革
に
よ
り
、
支
給
停
止
調
整

額
は
62
万
円（
実
際
は
63
万
円
か
？
）

へ
引
上
げ
に
な
る
見
込
み
で
す
。

▼
在
職
老
齢
年
金
の

▼
在
職
老
齢
年
金
の

支
給
停
止
調
整
額
は

支
給
停
止
調
整
額
は

５
１
万
円
に
引
上
げ

５
１
万
円
に
引
上
げ

実
質
賃
金
減
少
と
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

実
質
賃
金
減
少
と
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

調
整
に
よ
り
、
実
質
的
に
０
・８
％
目
減
り

調
整
に
よ
り
、
実
質
的
に
０
・８
％
目
減
り

25
年
度
年
金
額
は
１・９
％
引
上
げ

　

今
年
の
年
金
制
度
改
革
に
基

づ
く
被
用
者
年
金
加
入
枠
の
拡

大
に
よ
り
、
今
後
、
被
用
者
保

険
の
適
用
者
は
増
大
し
て
い
く

こ
と
が
期
待
で
き
、
24
年
の
年

金
財
政
検
証
で
は
、
厚
生
年
金

部
分
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

調
整
は
、
26
年
度
で
終
了
が
可

能
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

二
重
の
抑
制
策
で
目
減
り
増
大

二
重
の
抑
制
策
で
目
減
り
増
大
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夫
を
亡
く
し
た
子
の
な
い
妻
は
、

「
30
歳
以
上
は
無
期
限
支
給
、
30
歳

未
満
は
５
年
間
の
有
期
給
付
」
の
一

方
、
55
歳
未
満
の
男
性
（
夫
）
は
受

給
権
が
な
い
。
こ
の
男
女
差
を
解
消

す
る
た
め
、
５
年
間
の
有
期
給
付
対

象
を
男
女
と
も
40
歳
未
満
へ
段
階
的

に
変
更
、
そ
の
後
、
20
年
程
度
か
け

て
60
歳
未
満
ま
で
引
き
上
げ
る
。

　

な
お
、
給
付
額
の
加
算
、
所
得
条

件
の
撤
廃
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
る
。

　

子
の
加
算
額
は
、
第
１
子
・
第
２

子
と
第
３
子
以
降
で
は
大
き
な
差
が

あ
る
。
こ
れ
を
一
律
の
額
と
し
、
約

28
万
２
千
円
に
増
額
す
る
。

　

配
偶
者
加
算
は
現
受
給
者
を
除

き
、
10
％
程
度
減
額
す
る
。

　

中
高
齢
寡
婦
加
算
（
40
歳
以
上

65
歳
未
満
の
子
ど
も
の
い
な
い
妻
対

象
）
は
段
階
的
に
減
額
し
、
概
ね
50

年
頃
を
目
途
に
廃
止
す
る
。

　

経
済
の
低
迷
が
続
く
と
、
制
度
矛

盾
に
よ
り
基
礎
年
金
の
目
減
り
が
増

大
す
る
。
将
来
の
基
礎
年
金
水
準
確

保
の
た
め
、
厚
生
年
金
積
立
金
を
活

用
し
、
基
礎
年
金
の
目
減
り
を
圧
縮

　

今
国
会
に
上
程
さ
れ
る
年
金
制
度

改
革
法
案
は
、
政
府
と
与
党
と
の
調

整
が
行
わ
れ
、ほ
ぼ
固
ま
り
ま
し
た
。

　

主
要
点
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

短
時
間
労
働
者
の
厚
生
年
金
加

入
要
件
は
、
①
週
所
定
労
働
時
間
20

時
間
以
上
、
②
月
額
賃
金
8.8
万
円
以

上
、
③
企
業
規
模
51
人
以
上
な
ど
。

　

賃
金
要
件
を
、
法
律
公
布
後
３
年

以
内
に
撤
廃
し
、企
業
規
模
要
件
は
、

27
年
10
月
か
ら
「
従
業
員
36
人
以

上
」、29
年
10
月
か
ら
「
21
人
以
上
」、

32
年
10
月
か
ら
「
11
人
以
上
」、
35

年
10
月
に
「
撤
廃
」
す
る
。

　

５
人
以
上
の
従
業
員
が
い
る
個
人

事
業
所
も
、
29
年
10
月
か
ら
全
業
種

で
段
階
的
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
す

る
が
、
当
面
、
加
入
は
任
意
と
す
る
。

　

被
用
者
年
金
加
入
の
賃
金
要
件

と
企
業
規
模
要
件
の
撤
廃
に
伴
い
、

「
保
険
料
負
担
が
生
じ
る
こ
と
に
よ

る
働
き
控
え
」
を
防
ぐ
た
め
、
労
使

折
半
と
な
っ
て
い
る
保
険
料
を
、
健

保
法
の
特
例
措
置
に
準
じ
て
、
企
業

側
が
よ
り
多
く
負
担
で
き
る
仕
組
み

す
る
案
が
検
討
さ
れ
た
が
、
次
回
改

訂
期
（
30
年
度
）
へ
先
送
り
さ
れ
た
。

　

こ
の
方
法
は
制
度
的
整
合
性
が

問
わ
れ
、
先
行
き
、
追
加
国
庫
負
担

が
年
２
兆
円
程
度
必
要
に
な
る
と
想

定
さ
れ
る
こ
と
が
ネ
ッ
ク
だ
っ
た
。

　

な
お
、
26
年
の
終
了
が
見
込
ま
れ

る
厚
生
年
金
部
分
の
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
調
整
は
、
次
回
制
度
改
訂
期

の
30
年
ま
で
暫
定
継
続
さ
れ
る
。

　

基
礎
年
金
の
底
上
げ
案
に
関
し

て
、
ネ
ッ
ト
な
ど
で
「
厚
生
年
金
保

険
料
で
国
民
年
金
を
補
填
」「
会
社

員
は『
損
』を
し
、自
営
業
者
が『
得
』

す
る
」な
ど
の
論
が
横
行
し
ま
し
た
。

　

政
府
の
基
礎
年
金
底
上
げ
案
は
、

「
厚
生
年
金
積
立
金
（
過
去
の
保
険

料
残
余
積
立
て
分
）」
を
原
資
と
し

て
お
り
、現
役
世
代
が
負
担
す
る「
厚

生
年
金
保
険
料
」
で
国
民
年
金
を
補

填
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
基
礎
年
金
は
厚
生
年
金
の

１
階
部
分
で
も
あ
り
、「
基
礎
年
金

底
上
げ
」
は
厚
生
年
金
対
象
者
も
適

用
さ
れ
、「
低
年
金
者
」
を
支
え
る

再
配
分
機
能
の
要
素
も
あ
り
ま
す
か

ら
、「
会
社
員
は
『
損
』、
自
営
業
者

が『
得
』」の
構
造
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

事
実
に
基
く
議
論
を
す
べ
き
で
す
。

　

遺
族
厚
生
年
金
は
、

を
設
け
、
一
部
を
企
業
に
還
付
す
る

支
援
策
も
講
じ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
方
策
は
、「
奇
策
」
で
あ
り
、

制
度
的
整
合
性
が
問
わ
れ
る
。

　

働
き
な
が
ら
年
金
を
受
給
す
る

「
在
職
老
齢
年
金
」
の
支
給
停
止
調

整
額
を
、
現
行
の
50
万
円
（
25
年
度

年
金
額
改
定
で
51
万
円
）
か
ら
62
万

円
に
引
き
上
げ
る
。

　

厚
労
省
は
「
引
上
げ
（
62
万
円
と

71
万
円
の
２
案
）
と
廃
止
」
を
提
起

し
て
い
た
が
、
最
低
水
準
と
し
た
。

　

こ
の
見
直
し
が
高
所
得
者
に
利
す

る
こ
と
、
将
来
世
代
の
年
金
水
準
に

悪
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
慎

重
を
期
す
べ
き
と
の
意
見
も
強
い
。

　

応
能
負
担
を
求
め
る
観
点
や
、
将

来
の
給
付
水
準
へ
の
プ
ラ
ス
効
果
の

面
か
ら
、
所
得
の
高
い
層
に
、
よ
り

負
担
し
て
も
ら
う
（
対
象
者
の
年
金

額
も
高
水
準
に
）
た
め
、
保
険
料
算

定
基
礎
額
の
上
限
を
現
在
の
65
万
円

か
ら
75
万
円
に
引
き
上
げ
る
。

年
金
制
度
改
正
法
の
政
府
原
案
ほ
ぼ
固
ま
る

　

遺
族
厚
生
年
金
は
、

被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大

冷
静
な
議
論
が
求
め
ら
れ
る

い
わ
ゆ
る
「
年
収
の
壁
」
対
策

遺
族
厚
生
年
金
等
の
見
直
し

標
準
報
酬
月
額
上
限
見
直
し

在
職
老
齢
年
金
制
度
見
直
し

基
礎
年
金
底
上
げ
は
見
送
り
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清
掃
・
人
権
交
流
会
で
は
97
年
の

結
成
以
来
毎
年
「
芝
浦
と
場
見
学
・

交
流
会
」
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
清

掃
の
若
い
仲
間
や
市
民
・
学
生
な
ど

の
参
加
が
徐
々
に
増
え
、
い
つ
も
盛

会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
３
年
間
取
り
組
め
ま

せ
ん
で
し
た
が
、23
年
か
ら
復
活
し
、

今
回
も
12
月
３
日
と
４
日
の
２
日
間

開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
29
名
と

20
名
、
総
勢
49
名
が
参
加
、
う
ち
33

名
の
方
が
初
参
加
で
し
た
。
そ
の
中

に
は
、
多
く
の
市
民
や
区
議
会
議
員

の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

　

事
前
学
習
会
は
11
月
23
日
に
行

な
い
、
全
芝
浦
屠
場
労
組
の
松
下
委

員
長
と
柴
田
あ
か
ね
さ
ん
が
講
師

と
し
て
来
訪
さ
れ
、「
食
肉
の
こ
と
、

と
場
の
こ
と
、
と
場
差
別
の
こ
と
、

現
場
見
学
の
心
構
え
」
な
ど
に
つ
い

て
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

日
本
最
大
の
生
産
量
を
誇
る
芝
浦

と
場
で
は
、
高
水
準
の
衛
生
管
理
や

安
全
対
策
と
熟
練
の
技
術
で
と
場
の

仲
間
た
ち
が
働
い
て
い
ま
す
。

　

当
日
の
現
場
見
学
は
、
ガ
ラ
ス
越

し
の
見
学
ル
ー
ト
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
牛
や
豚
の
待
機
場
所
か
ら
始

ま
っ
て
、
失
神
→
放
血
→
首
・
足
先

の
カ
ッ
ト
→
皮
む
き
→
内
臓
と
り
→

と
場
の
仲
間
の
ミ
ス
を
許
さ
な
い
職

人
技
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
現
場
見
学
の
後
は
、
昼

食
休
憩
を
は
さ
ん
で
『
お
肉
の
情
報

館
』
の
見
学
、
豚
肉
の
セ
リ
や
映
像

視
聴
を
行
な
い
、
作
業
を
終
え
て
洗

身
と
昼
食
を
済
ま
せ
た
屠
場
労
組
の

８
人
ほ
ど
の
仲
間
が
か
け
つ
け
て
く

れ
て
参
加
者
と
の
交
流
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
労
組
青
年
部
の
若
い
仲
間

た
ち
が
、
私
た
ち
の
「
ど
う
技
術
を

覚
え
て
い
く
の
か
」「
仕
事
で
や
り

が
い
や
誇
り
に
思
う
こ
と
は
」「
公

務
災
害
の
状
況
」「
自
分
自
身
や
家

族
に
対
す
る
差
別
の
経
験
や
心
配
」

な
ど
の
質
問
に
対
し
真
剣
に
答
え
て

く
れ
、
参
加
者
も
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
３
日
に
は
退
職
者
会
の
大

先
輩
・
柳
元
副
会
長
も
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
す
べ
り
や
す
い
構
内
を
登
っ

た
り
下
り
た
り
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ

う
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
芝
浦
屠
場

労
組
の
仲
間
た
ち
の
ご
協
力
で
、
他

で
は
得
難
い
体
験
と
交
流
が
で
き
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
今
年

も
や
り
ま
す
よ
。

（
清
掃
・
人
権
交
流
会　

押
田
五
郎
）

背
割
り
→
枝
肉
、
と
い

う
流
れ
作
業
で
行
な
わ

れ
て
い
る
一
連
の
工
程

の
隙
間
を
縫
い
な
が
ら

歩
い
て
い
き
ま
す
。

　

初
め
て
の
参
加
者
に

と
っ
て
は
迫
力
十
分
、

日
本
全
国
で
も
こ
こ
だ

け
し
か
体
験
で
き
な
い

貴
重
な
見
学
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
際
、
事
前

学
習
会
で
も
「
と
畜
解

体
す
る
職
員
の
ナ
イ
フ

捌
き
に
注
意
を
は
ら
っ

て
見
て
ほ
し
い
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

参
加
し
た
方
た
ち
は
、

芝
浦
と
場
見
学
交
流
会
に

芝
浦
と
場
見
学
交
流
会
に
4949
名
参
加

名
参
加

継
続
は
力
、
今
年
も
や
り
ま
す
よ

12 月３日の見学交流会参加者12月３日の見学交流会参加者

12月４日の見学交流会参加者12月４日の見学交流会参加者

『お肉の情報館』にて映像視聴『お肉の情報館』にて映像視聴
見学交流会の意義等を見学交流会の意義等を
説明する筆者説明する筆者

事
前
に
見
学
の
心
構
え
等
学
習

見
事
な
ナ
イ
フ
捌
き
に
感
心

有
意
義
な
交
流
を
行
え
ま
し
た
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＊
日　
時　
２
月
20
日
︵
木
︶

︵
木
︶

　
　
　
　
　
18
時
30
分
~~

＊
場　
所　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

＊
講　
師　
内
田
雅
敏
さ
ん

　
　
　
　
　
︵
戦
争
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委
員
会
︶

＊
資
料
代　
８
０
０
円

●
さ
よ
う
な
ら
原
発
、

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
！
集
会

＊
日　
時　
２
月
24
日
︵
月
・
休
︶

　
　
　
　
　
13
時
30
分
~

＊
場　
所　
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

●
さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会

全
国
集
会

＊
日　
時　
３
月
８
日
︵
土
︶　　

　
　
　
　
　
13
時
30
分
~

＊
場　
所　
代
々
木
公
園
Ｂ
地
区

■
退
職
者
会
「
学
習
交
流
会
25
春
」

＊
日　
時　
３
月
10
日
︵
月
︶　　

　
　
　
　
　
13
時
15
分
開
会

＊
場　
所　
清
掃
会
館
地
下
ホ
ー
ル

＊
テ
ー
マ　
国
会
情
勢
と
政
局︵
仮
題
︶

＊
講　
師　
染
裕
之
さ
ん

◆
東
京
清
掃
第
95
回
定
期
大
会

＊
日　
時　
３
月
16
日
︵
日
︶

＊
場　
所　
連
合
会
館

　
　
　
　
　
傍
聴
は
要
事
前
連
絡

●
３
・
19
国
会
議
員
会
館
前
行
動

＊
日　
時　
３
月
19
日
︵
水
︶　　

　
　
　
　
　
18
時
30
分
~

＊
場　
所　
衆
院
議
員
第
二
会
館
前

■
退
職
者
会
「
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク
」

＊
日　
時　
３
月
28
日
︵
金
︶

＊
場　

所　

飛
鳥
山
公
園　
　
　

　
　
　
　
　

10
時
︑
Ｊ
Ｒ
王
子
駅

　
　
　
　
　
中
央
口
前
集
合

＊
参
加
費　
２
０
０
０
円

２
月
〜
３
月
の
主
な
行
事
と
行
動
予
定

◆
東
京
清
掃
人
権
啓
発
担
当
者
会
議

＊
日　
時　
２
月
７
日
︵
金
︶

　
　
　
　
　
17
時
45
分
~

＊
場　
所　
清
掃
会
館

＊
内　

容　

二
重
被
曝
３
世
原
田

　
小
鈴
さ
ん
か
ら
学
ぶ
~
世
代
を
超

　
え
て
語
り
継
ぐ
原
爆
・
人
権
・
平
和

＊
講　
師
:
原
田
小
鈴
さ
ん

▼
二
重
被
曝
３
世
原
田
小
鈴
さ
ん

に
き
く
〜
原
爆
・
人
権
・
平
和
(
紹
介
)

＊
日　
時　
２
月
８
日
︵
土
︶

　
　
　
　
　
14
時
00
分
~

＊
場　
所　
一
橋
大
学
本
館
21
号
室

＊
内　
容　
講
師
=
原
田
小
鈴
さ
ん

　
ゲ
ス
ト
=
高
橋
毅
さ
ん
ほ
か

●
民
主
主
義
と
憲
法
を
考
え
る
集
会

〜
深
夜
の
戒
厳
令

あ
の
日
、
韓
国
で
何
が

＊
日　
時　
２
月
11
日
︵
火
・
休
︶

　
　
　
　
　
14
時
00
分
~

＊
場　
所　
日
本
教
育
会
館

▼
２
・
13
東
京
総
行
動
(
紹
介
)

＊
日　
時　
２
月
13
日
︵
木
︶
一
日

＊
場　

所　

８
時
45
分
日
本
製
鉄

　
　
　
　
　
~
経
団
連
~
都
内
各
地

■
退
職
者
会
「
演
芸
を
楽
し
む
会
」

＊
日　
時　
２
月
13
日
︵
木
︶

　
　
　
　
　
12
時
30
分
開
場

＊
場　
所　
内
幸
町
ホ
ー
ル

＊
参
加
費　
５
０
０
円

●
２
・
19
国
会
議
員
会
館
前
行
動

＊
日　
時　
２
月
19
日
︵
水
︶

　
　
　
　
　
18
時
30
分
~

＊
場　
所　
衆
院
議
員
第
二
会
館
前

▼
敗
戦
80
年
〜
憲
法
・
沖
縄
・
日
中
関
係

か
ら
日
本
の
い
ま
を
問
う
集
会
(
紹
介
)

　

毎
月
19
日
の
戦
争
反
対
・
自
民

党
政
府
を
終
わ
ら
せ
る
国
会
前
行
動

は
、
今
回
、
年
初
め
の
集
会
。
退
職

者
会
か
ら
７
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
や
立
憲
野
党
の
あ
い
さ
つ

と
市
民
か
ら
の
報
告
（
辺
野
古
土
砂

搬
出
反
対
全
国
連
絡
協
議
会
、「
辺

野
古
」
県
民
投
票
グ
ル
ー
プ
、
ピ
ー

ス
ボ
ー
ト
）
で
、
次
の
よ
う
な
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

▼
こ
の
19
日
行
動
は
10
年
目
に
入
っ

た
。
10
年
の
運
動
の
積
み
重
ね
が
、

先
の
衆
院
選
で
与
党
を
少
数
に
さ
せ

た
。
そ
の
こ
と
に
自
信
を
持
と
う
。

▼
選
択
的
夫
婦
別
姓
は
法
制
審
議

会
が
導
入
す
べ
き
と
判
断
し
て
か
ら

約
30
年
経
つ
、
自
民
の
頑
強
な
反
対

で
成
立
し
て
い
な
い
が
、
今
、
通
過

す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

▼
八
王
子
選
挙
区
の
よ
う
に
、
野
党

共
闘
は
で
き
る
し
重
要
だ
。
市
民
と

野
党
の
共
闘
を
閉
ざ
し
て
は
な
ら
な

い
。『
総
が
か
り
行
動
』
の
皆
さ
ん

の
力
が
必
要
だ
。

▼
今
国
会
の
最
大
の
問
題
は
、
軍
拡

予
算
だ
。
日
本
を
弾
薬
庫
・
ミ
サ
イ

ル
だ
ら
け
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
日
本
の
軍
事

費
増
強
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
３
％
ど
こ
ろ
か

５
％
と
も
言
い
か
ね
な
い
。
ア
メ
リ

カ
の
言
い
な
り
に
な
る
の
は
、
も
う

や
め
る
べ
き
だ
。

▼
イ
ス
ラ
エ
ル
の
攻
撃
に
世
界
か
ら

非
難
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
イ

ス
ラ
エ
ル
産
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
、

レ
モ
ン
等
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
購

入
す
る
際
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ほ
し
い
。

日
本
の
多
く
の
大
企
業
が
イ
ス
ラ
エ

ル
に
投
資
し
て
お
り
、
年
金
機
構
も

投
資
し
て
い
る
。
自
爆
型
ド
ロ
ー
ン

を
大
量
に
イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
輸
入
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

与
党
が
過
半
数
を
割
っ
て
い
る
今

こ
そ
、
一
層
の
力
を
結
集
し
、
改
憲
・

軍
国
化
を
食
い
止
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。（
岡
澤
徹
記
）

改
憲
・
軍
国
化
を
食
い
止
め
よ
う
！

改
憲
・
軍
国
化
を
食
い
止
め
よ
う
！
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東京清掃労働組合退職者会機関紙　2025 年２月

東京清掃2025団結旗開き

多田委員長が多田委員長が
主催者挨拶主催者挨拶

今年改選期を迎える今年改選期を迎える
岸まきこ参議院議員岸まきこ参議院議員

吉住区長会会長吉住区長会会長
（新宿区長）（新宿区長）

岸まきこ参議院議員と岸まきこ参議院議員と
退職者会参加者退職者会参加者

　

東
京
清
掃
25
団
結
旗
開
き
は
、
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド
モ
ン
ト

で
１
月
16
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
田
委
員
長
は
主
催
者
あ
い
さ
つ

で
、
戦
争
が
続
く
世
界
情
勢
に
危
機

感
を
示
し
、
続
発
す
る
気
象
災
害
に

関
連
し
て
清
掃
事
業
維
持
の
た
め
再

直
営
化
が
必
要
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

区
長
会
会
長
の
吉
住
新
宿
区
長

は
、
来
賓
あ
い
さ
つ
で
、
清
掃
職
員

に
謝
意
を
表
明
し
、
民
間
賃
金
・
区

職
員
の
賃
金
上
昇
に
触
れ
る
一
方
、

景
気
の
下
振
れ
も
想
定
す
る
必
要
が

あ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。
人
材
確
保

へ
の
危
機
感
の
薄
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

乾
杯
の
音
頭
は
元
委
員
長
の
桐
田

さ
ん
、
教
員
を
し
て
い
る
孫
の
職
場

を
例
と
し
て
、「
若
手
の
賃
金
は
大

幅
に
上
が
っ
た
が
、
中
堅
ベ
テ
ラ
ン

の
賃
金
に
上
昇
が
な
く
職
場
に
不
満

が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
で
盛
り

上
が
る
中
、
岸
ま
き
子
さ
ん
が
挨
拶

を
し
て
歩
き
回
り
ま
し
た
。
私
は
、

「
退
職
し
た
過
去
の
人
間
だ
が
選
挙

は
頑
張
る
」
と
話
し
ま
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
会
っ
た
人
や
、
あ
ま
り
話
す

機
会
が
な
い
人
と
も
笑
い
話
が
で
き

て
、
楽
し
い
集
ま
り
で
し
た
。

（
岡
澤
徹
記
、写
真
は
東
京
清
掃
提
供
）

「乾杯」の音頭〜桐田、染、中里元委員長と江森前委員長「乾杯」の音頭〜桐田、染、中里元委員長と江森前委員長

坂部副委員長と青年部役員が登壇し「シメ」坂部副委員長と青年部役員が登壇し「シメ」
　　

『
退
職
者
会
』
は
主
に

『
退
職
者
会
』
は
主
に

　　

こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す

こ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す

　

高
齢
者
・
退
職
者
の
生
活
は
、
年

金
・
医
療
・
健
康
保
険
・
介
護
保
険

等
の
社
会
保
障
制
度
に
よ
り
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
の
改

訂
を
決
め
る
の
は
政
府
で
す
。
省
庁

要
請
を
し
た
り
、
政
府
の
諮
問
会
議

等
に
声
を
反
映
で
き
る
唯
一
の
退
職

れ
ま
す
。『
退
職
者
会
』
は
、
労

働
組
合
の
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
、
現

役
の
「
応
援
団
」
で
す
。

　　

ほ
ぼ
毎
月
親
睦
行
事
を
開
催

ほ
ぼ
毎
月
親
睦
行
事
を
開
催

　　

正
会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

正
会
員
に
な
っ
て
く
だ
さ
い

　

会
員
の
親
睦
を
深
め
る
行
事

を
、
猛
暑
期
を
除
き
ほ
ぼ
毎
月

行
っ
て
い
ま
す
。
旅
行
、お
花
見
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
新
年
会
、
懇

親
会
、
落
語
・
演
劇
鑑
賞
な
ど
。

　

再
任
用
の
み
な
さ
ん
は
、
こ

れ
ま
で
退
職
者
会
の
準
会
員
で

し
た
。
再
任
用
が
終
了
し
た
後

は
、
改
め
て
正
会
員
へ
手
続
き

を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
退

職
者
会
に
残
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
再
任
用
を
終
る
仲
間
の
み
な
さ
ん

こ
の
た
び
、
再
任
用
を
終
る
仲
間
の
み
な
さ
ん

退
職
者
会
で
と
も
に
明
る
く
元
気
に
楽
し
く

退
職
者
会
で
と
も
に
明
る
く
元
気
に
楽
し
く

者
組
織
が
『
退
職
者
会
』
で
す
。

　

生
活
を
支
え
て
い
る
社
会
保
障
制

度
は
、
平
和
で
な
け
れ
ば
維
持
で
き

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
平
和
を
守
る
こ

と
は
大
事
で
す
。
子
・
孫
の
世
代
に

平
和
な
社
会
を
残
す
た
め
、
現
役
世

代
と
と
も
に
行
動
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
の
レ
ベ
ル
は
、
労
働
者

の
賃
金
水
準
に
よ
り
大
き
く
影
響
さ

深川フィールドワーク / 深川江戸資料館深川フィールドワーク / 深川江戸資料館
（2024 年 10 月・木挽職人の住居にて）（2024 年 10 月・木挽職人の住居にて）


